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課題１：微分方程式の解析解と数値計算による予測値との比較

〔設問1〕
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　　　　式（１）
　上記の微分方程式の解析解(理論解)を変数分離（部分分数）法により求めなさい．また，得られた解析解を使って，物質濃度が
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を下回る時間を計算しなさい．ただし，
出席番号が奇数の学生は，（１）一次反応速度定数を，
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とし，初期の物質濃度を
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とした場合，
出席番号が偶数の学生は，（２）初期の物質濃度を
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とし，一次反応速度定数を，
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とした場合
のそれぞれについて解析解と，エクセルを用いた数値解の結果を図示し，考察しなさい．
（3） このような微分方程式で表すことができる現象にはどのようなものがあるか調べなさい．

注）課題はこのページを含めて２ページとし，okumura@fukui-nct.ac.jpまで締切12/14　13：20

【解析解】
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